
素
問
の
病
因
論
は
三
才
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、
五
行
に
よ
っ
て
展
開

さ
れ
る
。
疾
病
の
分
類
も
こ
の
三
才
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

病
因
論
。
「
夫
れ
百
病
の
始
め
て
生
ず
る
や
、
皆
、
風
雨
寒
暑
（
天
の
変

動
）
、
陰
陽
喜
怒
（
人
事
の
葛
藤
）
、
飲
食
居
処
（
風
土
の
生
態
）
よ
り
生
ず
（
霊

枢
鵡
）
」
。

疾
病
論
。
病
は
三
才
に
よ
っ
て
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
天
の
病
、
人

の
病
、
地
の
病
で
あ
る
。
１
、
天
の
病
（
風
の
医
学
）
と
し
て
は
、
気
象
病

（
寒
暑
燥
湿
に
よ
る
病
。
凍
傷
、
熱
射
病
な
ど
）
、
季
節
病
（
春
の
軌
畑
、
長
夏

の
洞
泄
寒
中
、
秋
の
風
瘻
、
冬
の
痒
厭
）
、
感
染
症
（
傷
寒
、
中
風
）
が
あ
る
。

２
、
人
事
の
病
と
し
て
は
、
時
の
古
今
と
病
や
治
の
古
今
に
つ
い
て
の

考
察
（
素
間
脳
、
Ｍ
）
や
心
身
症
（
素
間
万
、
沼
）
の
記
載
が
あ
る
。
３
、
地

の
病
は
風
土
に
特
有
の
病
の
記
載
が
あ
る
（
素
間
皿
）
。

生
理
的
天
人
相
応

生
体
機
能
の
天
人
相
応
関
係
に
は
二
つ
の
曲
面
が
あ
る
。
１
、
時
間

的
推
移
、
即
ち
気
象
の
変
化
に
対
応
す
る
生
体
リ
ズ
ム
。
２
、
空
間
的

順
応
で
即
ち
風
土
に
対
す
る
適
応
。

１
、
生
体
リ
ズ
ム
。
即
ち
生
体
、
殊
に
神
経
・
循
環
系
機
能
の
時
間

的
推
移
、
変
動
で
あ
る
。
此
れ
に
は
日
周
リ
ズ
ム
、
月
周
リ
ズ
ム
、
年

周
リ
ズ
ム
即
ち
昼
夜
、
朔
望
、
四
季
に
於
け
る
体
調
の
変
化
が
あ
る
。

２
、
気
象
の
影
響
。
「
天
温
か
く
Ｈ
明
る
き
と
き
は
即
ち
人
の
気
血
は
悼

液
と
し
て
衛
気
浮
く
。
故
に
血
は
潟
し
易
く
、
気
は
行
き
易
し
。
天
寒

く
、
日
陰
れ
る
と
き
は
即
ち
人
の
血
は
凝
泣
し
て
衛
気
沈
む
（
素
問

調
）
」
。
３
、
風
土
の
影
響
は
風
土
病
で
あ
る
。

三
才
的
疾
病
観

室
町
時
代
よ
り
江
戸
初
期
ま
で
の
医
療
の
一
術
で
あ
る
灸
術
に
つ
い

て
、
そ
の
用
い
ら
れ
た
経
穴
を
五
行
穴
・
背
命
穴
・
募
穴
等
に
わ
た
り

解
析
す
る
こ
と
で
、
次
の
様
な
こ
と
が
ら
が
判
明
し
た
。

室
町
時
代
の
半
ば
に
僧
月
湖
は
灸
技
術
に
つ
い
て
、
未
・
金
・
元
医

学
を
学
び
、
そ
の
時
代
の
人
間
に
あ
っ
た
、
灸
法
を
確
立
し
、
以
下
の

よ
う
な
独
特
な
灸
術
を
施
し
た
。

全
九
集
巻
七
に
よ
れ
ば
技
術
的
に
は
体
幹
部
正
中
線
近
く
に
、
そ
の

時
間
に
応
じ
る
募
穴
・
魚
穴
を
主
に
用
い
て
気
血
を
過
不
足
無
く
、
量

的
に
も
時
間
的
に
も
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
健
康
で
あ
る
と
い
う
概
念
を

も
と
に
し
、
ま
た
、
施
灸
点
に
膿
を
発
生
さ
せ
免
疫
を
高
め
る
と
い
う

天
人
対
応
的
診
断
と
し
て
は
脈
診
に
於
け
る
三
部
九
候
論
、
予
後
に

於
け
る
四
時
の
脈
と
病
人
の
脈
の
相
応
問
題
な
ど
が
あ
る
。

天
人
対
応
的
治
療
と
し
て
は
四
時
刺
な
ど
、
養
生
に
つ
い
て
は
四
気

調
神
論
の
記
載
が
あ
る
。

結
び
。
三
才
は
１
、
医
学
の
構
成
に
宇
宙
論
的
視
点
を
導
入
し
た
。

２
、
健
康
と
疾
病
の
問
題
を
自
然
環
境
と
社
会
環
境
の
中
に
包
括
的
総

合
的
に
把
握
し
た
。
３
、
生
体
リ
ズ
ム
、
病
因
論
、
疾
病
論
の
合
理
的

構
築
に
於
い
て
有
効
性
を
発
揮
し
た
。

（
平
成
八
年
二
川
例
会
）

室
町
時
代
よ
り
江
戸
初
期
ま
で
の
灸
技
術
に
つ
い
て

角
谷
貞

雄
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治
療
法
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
人
体
を
三
つ
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
分
に
該
当
す
る
部
位
の
疾
病
に
対
し
て
一
点
に
千
壮
も
施
灸
す
る
と

い
う
極
め
て
攻
撃
的
な
独
自
の
治
療
法
も
行
っ
て
い
る
。
一
日
の
施
術

時
間
は
朝
四
時
よ
り
六
時
ま
で
、
十
時
よ
り
十
四
時
ま
で
、
十
六
時
よ

り
十
八
時
ま
で
、
二
十
二
時
よ
り
朝
二
時
ま
で
と
し
、
施
術
時
間
を
制

限
し
て
い
る
。

つ
い
で
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
田
代
三
喜
・
孫
弟
子
に
当
た
る
曲
直
瀬

玄
朔
は
啓
迪
番
日
用
灸
法
集
に
お
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
施
灸

が
よ
り
疾
病
治
療
と
し
て
社
会
に
適
用
す
る
こ
と
の
可
能
な
灸
法
を
編

み
出
し
た
。
そ
の
技
術
は
施
灸
点
を
体
幹
部
正
中
線
近
く
に
求
め
る
と

い
う
前
者
を
踏
襲
し
て
、
更
に
よ
り
多
く
の
施
灸
点
を
四
肢
部
の
絡
穴

を
求
め
る
こ
と
で
、
施
灸
制
限
時
間
を
午
前
六
時
よ
り
午
前
八
時
ま
で

と
午
前
零
時
か
ら
午
前
四
時
ま
で
に
圧
縮
し
、
施
術
可
能
時
間
帯
を
広

げ
て
患
者
の
便
宜
を
図
り
、
よ
り
広
い
疾
患
に
対
処
す
る
こ
と
を
可
能

と
し
た
。
絡
穴
の
性
質
よ
り
、
其
の
時
間
に
応
ず
る
経
の
疾
患
を
抑
制

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
長
期
の
安
静
時
間
を
持
て
な
い
戦
国
時
代

に
あ
う
灸
法
で
は
あ
る
。
そ
の
術
は
や
は
り
施
術
点
に
膿
を
作
る
打
膿

灸
法
で
あ
り
、
免
疫
を
高
め
疾
病
の
経
過
を
短
縮
す
る
効
果
が
得
ら
れ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
に
な
り
、
岡
本
一
抱
は
集
団
社
会
に
見
ら
れ
る
都
市
型
疾

病
に
対
処
す
る
灸
法
を
考
案
し
た
。
そ
の
技
術
は
体
幹
部
施
術
法
は
腹

部
の
陽
経
の
募
穴
に
対
し
て
激
し
い
攻
撃
法
（
多
壮
灸
）
を
用
い
て
体
外

に
汗
・
嘔
吐
・
排
便
・
小
便
を
排
出
さ
せ
る
と
い
う
張
従
正
の
説
に
従

っ
た
手
法
を
用
い
た
。
こ
の
よ
う
に
絡
穴
の
使
用
法
は
応
用
さ
れ
て
用

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
時
間
に
応
ず
る
疾
病
を
よ
り
的
確
に
治

療
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
文
献
に
見
ら
れ
る
、
一
大
特
徴

は
郡
穴
を
攻
撃
的
、
ま
た
は
疾
病
の
経
過
を
抑
制
的
に
用
い
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

用
い
方
は
素
問
霊
枢
に
も
記
載
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
他
、
四
肢
部
の

施
灸
手
法
に
つ
い
て
は
、
今
日
見
ら
れ
る
手
法
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の

文
献
に
見
ら
れ
る
。
手
法
の
発
展
は
制
限
付
き
の
施
術
時
間
的
制
約
を

午
前
零
時
か
ら
午
前
二
時
ま
で
の
間
に
圧
縮
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
時
間

帯
を
可
能
に
し
た
。

三
者
の
技
術
は
江
戸
時
代
初
期
に
同
時
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

こ
と
は
全
九
集
を
労
働
者
型
に
、
知
的
労
働
者
に
は
啓
迪
番
日
用
灸
法

集
、
労
働
者
・
虚
弱
者
に
は
処
方
の
広
さ
か
ら
灸
法
口
訣
集
の
処
方
が

良
く
あ
う
と
す
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
時
代
的
に
は
大
陸
医
学
の
金
・

元
・
明
時
代
の
手
法
を
導
入
し
て
改
良
を
加
え
た
こ
と
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

全
九
集
は
主
と
し
て
資
生
経
（
一
二
二
○
）
を
、
啓
迪
篭
日
用
灸
法
集

は
鍼
灸
指
南
（
一
三
二
）
を
、
口
訣
集
は
鍼
灸
聚
会
（
一
五
四
六
）
・
神
応

経
（
一
四
五
二
）
を
基
本
害
に
し
た
こ
と
は
各
文
献
に
、
参
考
書
の
文
体

が
そ
の
ま
ま
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
然
と
し
て
い
る
。
考
え

方
は
素
問
霊
枢
を
解
釈
し
た
劉
完
素
・
張
従
正
・
李
杲
・
朱
震
享
等
を

学
び
、
広
く
取
り
入
れ
て
、
わ
が
国
の
諸
事
情
や
疾
病
に
あ
わ
せ
る
工

夫
を
為
し
、
こ
の
時
代
を
生
き
た
医
学
者
の
実
績
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
を
後
世
派
と
呼
び
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
攻

撃
的
手
法
の
た
め
、
生
命
に
対
し
て
弊
害
も
出
た
が
、
こ
の
後
に
古
法
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エ
ラ
シ
ス
ト
ラ
ー
ト
ス
は
動
脈
と
肺
静
脈
に
は
血
液
は
な
く
、
空
気

が
流
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
ガ
レ
ノ
ス
は
動
脈
に
針
を

刺
し
て
、
血
液
が
出
る
こ
と
か
ら
、
動
脈
に
血
液
が
あ
る
と
考
え
て
い

た
。
だ
が
、
血
液
循
環
と
い
う
考
え
方
に
は
到
っ
て
い
な
か
っ
た
。

「
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
た
栄
養
分
を
も
つ
血
液
は
門
脈
を
へ
て
肝
に
は

い
り
、
こ
こ
で
「
自
然
精
気
」
が
血
液
に
加
え
ら
れ
る
。
血
液
は
す
べ

て
肝
で
生
じ
、
静
脈
の
中
を
行
き
つ
戻
り
つ
す
る
。
そ
の
血
液
が
大
静

脈
を
へ
て
心
臓
の
右
側
に
達
す
る
。
そ
こ
か
ら
肺
に
い
た
り
血
液
の
な

か
の
不
純
物
が
外
に
出
さ
れ
て
き
れ
い
に
な
っ
た
血
液
が
肺
動
脈
を
と

お
り
心
臓
の
右
側
に
戻
る
。
右
心
室
か
ら
血
液
の
一
部
が
中
隔
の
小
孔

を
通
っ
て
左
心
室
に
ゆ
き
、
こ
こ
で
肺
か
ら
肺
静
脈
を
へ
て
心
臓
の
左

側
に
達
し
た
外
界
の
プ
ネ
ウ
マ
と
会
っ
て
「
自
然
精
気
」
を
「
生
命
精

気
」
に
変
え
る
。
左
心
室
か
ら
で
て
全
身
に
ゆ
き
わ
た
る
動
脈
は
、
こ

の
「
生
命
精
気
」
と
血
液
を
運
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
の
一
部
が
脳
に
至
っ

て
「
動
物
精
気
」
と
な
り
、
そ
れ
が
神
経
に
よ
っ
て
全
身
の
諸
器
官
に

分
か
た
れ
る
。

こ
の
ガ
レ
ノ
ス
の
理
論
は
従
来
、
一
五
五
三
年
の
セ
ル
ベ
ト
ス
、
一

派
が
出
る
ま
で
の
間
約
三
百
年
間
の
主
流
派
と
な
っ
た
。

（
平
成
八
年
二
月
例
会
）

ハ
ー
ヴ
ェ
ー
以
前
の
血
液
循
環
理
論
に
つ
い
て藤

倉

郎

五
五
九
年
の
コ
ロ
ン
ボ
、
一
五
七
一
年
の
チ
ェ
ザ
ル
ピ
ー
ノ
等
に
よ
っ

て
肺
循
環
理
論
が
発
見
さ
れ
、
つ
い
で
ハ
ー
ヴ
ェ
ー
に
よ
っ
て
一
六
二

八
年
「
動
物
に
お
け
る
心
臓
と
血
液
の
運
動
の
解
剖
学
」
に
よ
っ
て
血

液
循
環
理
論
が
確
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
二
四
年
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
医
学
部
の
エ
ジ
プ
ト
出

身
の
若
い
ア
ラ
ビ
ヤ
人
、
ア
ト
・
タ
タ
ウ
ィ
が
、
ハ
ー
ヴ
ェ
ー
よ
り
も

四
○
○
年
も
前
の
一
三
世
紀
カ
イ
ロ
の
イ
ヴ
ン
・
ナ
フ
ィ
ス
が
肺
循
環

理
論
を
発
見
し
て
い
た
と
い
う
学
位
論
文
を
提
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

イ
ヴ
ン
・
ナ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て

イ
ヴ
ン
・
ナ
フ
ィ
ス
は
一
二
一
○
年
ダ
マ
ス
カ
ス
に
生
ま
れ
た
。
ア

ラ
ビ
ア
の
医
学
史
家
で
眼
科
医
の
ウ
サ
ィ
ビ
ア
は
同
じ
く
ダ
マ
ス
カ
ス

に
一
二
○
二
年
に
生
ま
れ
て
い
る
。
二
人
は
医
学
校
も
同
じ
で
あ
り
、

同
じ
病
院
の
同
僚
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ヌ
ー
リ
ー
病
院
の
医
長
イ
ブ

ン
・
ア
シ
・
ダ
フ
ワ
ー
ル
が
二
人
の
師
で
あ
っ
た
。
二
人
は
や
が
て
カ

イ
ロ
の
ナ
ー
ス
リ
イ
病
院
に
移
っ
た
。
し
か
し
僅
か
な
月
日
の
後
ウ
サ

ィ
ビ
ア
は
、
華
や
か
な
カ
イ
ロ
の
街
を
離
れ
て
、
シ
リ
ヤ
の
砂
漠
へ
い

き
、
シ
リ
ヤ
大
公
に
仕
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ウ
サ
ィ
ビ
ア
の

「
医
師
列
伝
」
は
三
九
九
人
の
ア
ラ
ビ
ヤ
の
医
師
の
伝
記
を
書
い
た
も

の
で
一
二
四
五
年
に
完
成
し
て
お
り
、
ョ
１
ロ
ッ
パ
に
も
伝
わ
っ
て
有

名
で
あ
る
が
、
イ
ヴ
ン
・
ナ
フ
ィ
ス
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
ナ
フ
ィ
ス

は
長
い
間
ナ
ー
ス
リ
イ
病
院
の
医
長
を
つ
と
め
、
カ
イ
ロ
の
医
師
の
長

の
職
を
果
た
し
、
講
義
を
続
け
た
。
ウ
サ
ィ
ビ
ア
は
自
分
よ
り
若
い
出

世
し
た
ナ
フ
ィ
ス
に
会
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。

他
の
伝
記
作
者
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
ナ
フ
ィ
ス
は
背
が
高
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